
※本資料は、第二回事業説明会前に地域の皆様に配布した資料です。 

前回説明会の議事要旨 

１ 開催概要 

 【町田市側】 

日 時 平成 27年９月８日（火曜日）午後７時 00 分～午後９時 30 分 

場 所 町田市南市民センター内ホール 

参加者数 ６３名 

 【相模原市側】 

日 時 平成 27年９月 18日（金曜日）午後７時 00分～午後９時 30分 

場 所 相模原市中和田自治会館 

参加者数 ４５名 

２ 主なご質問・ご意見と都の回答（要旨） ※上記２回の説明会を取りまとめています。 

（1）事業計画について 

ご質問・ご意見 都の回答 

西田スポーツ広場に 15 万㎥の

調節池を整備する必要性はあ

るのか。 

時間 65 ミリ降雨に対応するため、境川の東京都管理区間で約 76 万㎥の調

節池を適切な場所に分散して配置することが必要です。今回町田市の協力

により公有地を確保できたことから、当該地に整備することとしました。

平成 20 年 8 月洪水による被害

額は。 

本日はデータがなくお答えできないため、後日配布する議事録に回答を記

載します。 

【本議事要旨での回答】 

境川流域全体での一般資産の被害額は、河川のはん濫以外による浸水も含

め、町田市内で約５億 2千万円、相模原市内で約 1億 7千万円です。なお、

これには道路や鉄道、ライフラインなどへの被害額は含まれていません。

時間 65 ミリ以上の降雨も考慮

して検討すべきでないか。 

境川流域全体に時間 65 ミリの雨が降る想定で計画しているため、局地的か

つ短時間の集中豪雨であれば、時間 65 ミリ以上の降雨にも対応は可能で

す。ただし、流域全体に計画を超えるような雨が降れば対応できないため、

ハザードマップの公表や水位情報の提供といったソフト対策を合わせて実

施しています。 

（2）工事全般について 

ご質問・ご意見 都の回答 

工事車両の通行ルートは。 
大型車が通行できるルートを検討し、特定の地域に集中してご負担をお掛けし

ないよう、町田市側と相模原市側の２つのルートを選定しました。 

土砂を搬出するダンプカーや

生コンクリートを運ぶミキサ

ー車は、１日何台（1時間何台）、

どれくらいの期間通るのか。 

土砂搬出時のダンプカーは 1日最大約 100 台（100 台が来て、100 台が出てい

く）、コンクリート打設時のミキサー車は約 80 台（80 台が来て、80 台が出て

いく）と試算しています。1日 100 台は、１時間当たり 14 台に相当します。

土砂の搬出期間はⅠ期・Ⅱ期工事合せて約３年、コンクリート打設は約 1年 4

ヵ月と試算しています。 

これらの車両を、町田市側と相模原市側の 2つのルートに分散して通行させま

す（試算上、1つのルートに 1時間当たり 14 台が通過することになります）。



ご質問・ご意見 都の回答 

ベルトコンベアで土砂を搬出

することはできないのか。 

ベルトコンベア案については検討しましたが、設置距離が非常に長く、境川に

設置する場合は川の中に柱を立てる必要があり治水上大きな課題となります。

また、土砂をダンプへ積み替えるための用地確保やベルトコンベアの運転によ

る騒音・振動・日影など課題が多いため、採用は困難です。 

工事の時間帯と曜日は。また、

工事時間は、作業員が車で入っ

てくる時間を含めたものか。 

工事時間は、平日の 9時から 17 時までを想定しています。 

作業員が車で来る時間は入っていません。 

分割施工ではなく、工期が短い

一括施工とすべきではないか。

一部供用開始による治水効果の早期発現や、工事中の広場一部利用が可能なこ

とから、分割施工としました。 

（急な上り坂を含め）ダンプが

通ることによる、騒音、振動、

排気ガスの対策は。 

低速での走行等により対応します。 

なお、排ガスについては東京都でディーゼル車の規制を行っており、これに適

合した車両を使用します。 

搬出入路における住民や学童

の安全対策は。 

工事車両の低速走行、誘導員の配置のほか、皆様との話し合いにより場合によ

っては通学時間中の通行をやめるなど検討していきます。 

工事中、金山橋やサイクリング

ロードは通行止めになるのか。

金山橋が通れなくなる場合は、仮橋を設置し通路を確保する予定です。サイク

リングロードについては工事用の仮橋設置に伴い影響が出るため、今後利用状

況を調査し、適切な位置に仮のルートを確保していきます。 

工事によって井戸が涸れた場

合、速やかに復旧してもらえる

のか。 

遮水性の高い土留壁の設置により、地下水の低下を防ぐとともに、周辺の井戸

分布調査を行い、地下水位の変化を調査します。もし、地下水位の低下が発生

した場合は原因を調査し、対策を行います。工事による被害が発生した場合に

は、損害賠償等を行っていきます。 

（3）その他 

ご質問・ご意見 都の回答 

工事完了後の上部利用計画は。
現時点では未定です。町田市と地元の方の話し合いにより決めていくことと考

えています。 

現在ある公衆トイレは、完成後

どうなるのか。 
トイレについては、工事期間中を含め、今後、町田市と調整します。 

説明会は、会社員が参加できる

よう、土曜休日に開催すべきで

ある。説明会のチラシに、工事

内容が分かる情報を記載すべ

きである。 

今後の説明会開催にあたっては考慮いたします。 

今回の説明会だけでは十分説

明したことにはならないので

はないか。 

今後、施工方法等について検討して改めて説明する機会を設けさせていただき

ます。 

                                         以上 



境川中流調節池（仮称）について

東京都建設局河川部

東京都南多摩東部建設事務所

平成 ２７年 ９月 ８日（火）

平成 ２７年 ９月1８日（金）

※本資料は、第一回事業説明会で配布した資料です。

（９月８日町田市南市民センター内ホール、９月１８日相模原市中和田自治会館で開催、各会場同じ資料を配布）

＜問い合わせ先＞

○調節池の計画等に関すること
東京都建設局河川部計画課 ℡ 03-5320-5415

○現地での調査に関すること
東京都南多摩東部建設事務所工事課 ℡ 042-720-8644



境川
東京都全体図

町田市

俣野地区
下飯田地区
今田地区

15万m3
57万m3

32万m3

＜神奈川県管理区間＞
改修工事や遊水地の整
備を進めているが、整備
完了までには、長期間を
要する見込み。

平成２６年９月○日
建設局河川部計画課総合治水河川係

④相鉄線下流部改修工事（実施中）

１．境川の整備状況

⑤境川遊水地（整備済）

⑥藤沢橋付近（未整備）

神奈川県管理区間
約２５．６km

全長約５２km

西田スポーツ広場

＜東京都管理区間＞
・護岸整備はほぼ完了。
（護岸整備率９７％（H26年度末））
・旧河川敷を利用した遊水
池なども整備。
・下流側県管理区間が未
整備のため、河底を十分に
掘り下げられない。

根岸橋

鶴瀬橋

①護岸整備状況（幸延寺橋付近）

②③遊水池の整備状況

鶴間一号橋

鶴間公園

＜鶴金橋上流付近(約15,500m3)＞

＜鶴間1号橋付近(約7,500m3）＞
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計104万㎥

境川
東京都全体図

町田市

平成２６年９月○日
建設局河川部計画課総合治水河川係２.今後の整備スケジュール（案）

根岸橋

1

鶴瀬橋
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＜整備のポイント＞
・調節池整備及び狭さく部の解消を河道に先行して実
施し、治水安全度の早期向上を実施。
・河道整備は計画期間継続的に実施。
・県下流区間整備完了後、都、県上流区間の河床掘
削を行い、30年で目標整備水準を達成。
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自治体

うち都の早期整備
要望か所

うち都の早期整備
要望か所

県
（下流）

前期（1～10年） 中期（11～20年） 後期（21～30年）

県
（上流）

都

項目

①風間遊水地
②護岸整備
③河床掘削

⑩相鉄線上流遊水地
⑪相鉄線狭さく部
⑫藤沢橋狭さく部
⑬河道整備

⑤境川中流第二
調節池（仮称）

⑥境川中流調節池
（仮称）

⑦その他調節池

⑧暫定河床掘削

⑨河床掘削
（都区間全域）

①風間遊水地

④暫定河床掘削

⑩相鉄線上流遊水地

⑪相鉄線狭さく部

⑫藤沢橋狭さく部



河川延長（都管理区間） 10.5㎞

河川からの溢水による浸水範囲

西田ｽﾎﾟｰﾂ広場

３．H２０年８月豪雨による被害状況
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時間５０ミリを超える降雨の発生率経年変化（東京）

被害状況写真

＜境橋下流＞

＜上鶴間橋下流＞

１時間1００ミ
リ超えの豪
雨を記録

雨量グラフ（町田市図師H20.8.28）

時間50ミリを超える豪雨が
増加傾向

フェンスの途中まで
増水した形跡

４．H２６年１０月の出水状況（台風18号）

＜昨年の境川の状況（H２６年10月）＞

島橋上流 鶴間橋下流
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雨量グラフ（町田市鶴間 10/5～6）
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＜当時の水防活動状況（境橋）＞
１０/５ 21：25 大雨洪水警報発令
１０/６ 08：14 水防警報（待機）

09：05 水防警報（準備）
09：27 水防警報（出動）
12：30   水防警報（解除）
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水位グラフ（境橋 10/5～6）
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278ｃｍ

１時間38ミリ 警戒水位を超過



５．目標整備水準のレベルアップと整備の考え方

境川 １時間５０ミリに対応する河道整備

○１時間５０ミリまでの降雨は、河道で対応。

○１時間５０ミリを超える降雨は、川沿いに分散設置する「調節池」にためる
ことで、１時間６５ミリに対応。
○調節池は公園など公共空間を活用し、効率的、効果的に整備
○この整備により、平成２０年８月の被害も解消することが可能

これまでの目標整備水準
１時間５０ミリ降雨

新たな目標整備水準
１時間６５ミリ降雨

調節池

根岸橋 鶴瀬橋

上流
県管理
区間

下流
県管理
区間

中小河川における都の整備方針策定（H24.11）
東京都豪雨対策基本方針改訂（H26.6）
境川水系河川整備計画策定（H27.4)

調節池 調節池

境川中流調節池（仮称）
⇒西田スポーツ広場

＜調節池分散設置のイメージ＞
総量約７６万ｍ3

６.調節池の先行整備効果

上流部の河床掘削
が可能となり、
安全性が向上。

調節池を先行整備
して洪水の一部を
貯留。

未整備であっても、

調節池の効果で安全性
を確保。

１時間６５ミリ計画に位置
付けられた調節池を先
行整備

下流県区間の整備を待
たずに、都区間の治水
安全度を早期に向上



７．境川中流調節池（仮称）の概要

＜調節池断面図（イメージ）＞

境川

※イメージであり今後変更する可能性があります。

約20
ｍ

越流堤（下流側）７５m

越流堤（上流側）１２０m

管理棟

【調節池全体計画平面図】

調節池

施 設 概 要

・貯 留 量：約１５万ｍ3
（25ｍプールで、約420杯）
内訳 一次貯留約3万ｍ3

二次貯留約12万ｍ3
・形 式：地下式

（鉄筋コンクリート造、
管理棟等一部は地上設置）

・施設規模：長さ約190ｍ、幅約90ｍ
深さ約20ｍ

・付属設備：排水ポンプ、排気設備他
・管 理 棟：地上2階（高さ＝約11ｍ）

地下1階（深さ＝約7ｍ）
建築面積600ｍ2

越流堤

一次貯留槽

二次貯留槽

８．施工方法の比較（一括施工、分割施工）



９．工程比較（一括施工、分割施工）

1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 １０年

一括施工

全体供用開始

分割施工 設備工事

第Ⅰ期供用開始 全体供用開始

９年

７年

Ⅰ期　４年

Ⅱ期　4.5年

広場利用可能
北側（約6,000㎡）

広場利用可能
南側（約6,000㎡）

早期治水効果
発現（２年）

広場利用不可能

全体工期が
長くなる（1.5年）

１０．施工方法の比較と選択

今回工事では分割施工を選択以上を総合的に判断

△
効果発現に時間がかかる。
（8年目から）

◎
一部効果の早期発現が可能
（６年目から、約２年の短縮）

○ より経済的な施工が可能。 △ 費用増は、約５億円程度。

○ 問題なし。 ○ 分割施工に伴う技術的課題はない。

広
場
利
用
へ
の
影
響

・夏祭りなどの
イベント
・少年野球、
サッカー、ゲート
ボールなど

×
不可
（代替地確保は困難）

△
部分可
（半面となるが、継続利用が可能。利用者調整が必
要。）

影響期間が若干長くなる。（1.5年程度）
（対応）
・十分な騒音、振動対策を実施。
・搬出入ルートの分散化により影響度合を
低減。

(工事現場周辺、
搬出入ルート沿道)

被害軽減効果

経済性

一括施工 分割施工

施工性

工事による周辺
環境への影響

○ 影響期間を短くできる。 △



• 下流側の半分を施工
• 上流側の敷地は広場として継続利用可能
（約6,000m2)

• Ⅰ期工事完了後、下流側調節池を供用開始

• 上流側の半分を施工
• 完成した下流側調節池の上部を広場として
利用可能（約5,000m2）

• Ⅱ期工事完了後、調節池全体の供用開始
• その後、町田市が上部施設を整備

広場利用可能範囲
約6,000m2

第Ⅰ期工事範囲

上流側

下流側

広場利用可能範囲
約５,000m2

第Ⅱ期工事範囲

上流側

下流側

管理棟等

１１．分割施工の工事手順

管理棟等

＜第Ⅰ期工事＞ ＜第Ⅱ期工事＞

１２．主な工事の手順

④【越流堤工】 ⑤【管理棟・機電設備】

①【調節池】仮設 ②【調節池】土工 ③【調節池】本体工

仮設構台 掘削 アンカー

主な工事の手順は、以下の①～⑤工程となります。

土留壁



１３．工事スケジュール

約８年４か月

第Ⅰ期施工（４年） 第Ⅱ期施工（４年４か月）

北側（約6,000m2) 南側（約5,000m2)

全体工期

広場利用

第Ⅰ期供用開始

9年度目
H36

1年度目
H28

2年度目
H29

3年度目
H30

4年度目
H31

5年度目
H32

6年度目
H33

7年度目
H34

8年度目
H35

工　　期

準備工

管理棟

機械設備
電気設備

調節池

越流堤

１４．搬出入ルートの比較選定

都道５６号線

国道１６号線

川
境

金
山
橋

鶴
間
橋

西
田
橋

高
木
橋

ルート③

ルート②

ルート① ルート④

西田スポーツ広場

深
掘
川

工事用仮橋

＜基本的な考え方＞

・特定の地域に負担がかからな
いよう、複数のルートを選定

・既存の道路利用を基本に、他
の手法も合わせて検討

ルート①、ルート②を併用
・ルート①、②ともに、大型車両の
通行は可能。

・ルート①については、対岸へ渡
る工事用仮橋を設置。

・誘導員の配置、法定速度の順
守など、安全・騒音・振動対策を
実施

ベルトコンベア案の課題（ルート③④）
○技術面
・距離が長い（250ｍ～1ｋｍ）
・河川上空への設置方法
○用地確保（借地）
・終点側に搬出基地が必要。
○周辺住宅への影響
・騒音、振動、日影など。
○遊歩道利用者への影響



１５．騒音・振動対策について

工事実施前の検討

○騒音発生源となる作業について

騒音レベルを想定

（想定される騒音最大値に対する評価）

• 敷地境界付近で最も周辺に影響があ
ると考えられる土留・遮水壁施工時
（アースオーガ―使用）を想定

• 防音パネルを設置した状況

※15dB程度の低減効果あり

工事実施時の対策

○法令に基づき敷地境界において

騒音・振動基準を順守

• 低騒音型・低振動型建設機械を使用

• 防音パネル・防音シート等の設置

建設作業に対する騒音規制の基準

⇒80～85ｄB（作業の種類により異なる）

建設作業に対する振動規制の基準

⇒65～75ｄB（作業の種類により異なる）

土留・遮水壁施工時の想定騒音図（防音パネル設置時）

50dB

40dB

60dB

72dB

敷地境界線

土留・遮水壁
施工イメージ

※振動についても同様の想定図を作成

土留・遮水壁

○工事着手前

①地質調査、②土留工法の検討、③類似工事の確認、

④地下水調査（井戸分布調査を含む）

○工事着手後～工事完了後

①地下水調査（一斉観測）、②地下水調査（長期観測）、③水質調査

１６．地下水対策について

境川調節池観測井戸

地下水位

地層断面図
（地質調査結果より）

不透水層

地下水調査の実施

地下
約２５～３０m

※工事に伴い被害が発生したと判断される場合、損害賠償手続きを行う。



１７．調節池完成後の維持管理について

①流入量が少ない時（一次貯留槽内）の土砂搬出等は
池の側面の入り口から実施

調節池流入に伴う作業

○排水作業

• ポンプ数台使用し24時間以内に完了

○調節池内の洗浄及び換気

• 排水作業後に実施

• 泥土等は廃棄物として排出処分

• 換気は南側住宅方向、境川方向から
吸気し、公園側に排気

• 機械室壁に吸音材を貼る等騒音対策
を実施

○堆積土砂の搬出

• 4tﾄﾗｯｸ、ﾐﾆﾊﾞｯｸﾎｳ等により実施

（年1～2回程度想定）

上記以外の作業

○調節池内の清掃

• 状況に応じ実施（年1回程度想定）

○構造物の状況確認

○機械・電気通信設備の点検

• 定期（年12回程度）及び強地震時

○管理棟等施設の清掃

• 状況に応じて実施

②

①

開口部

機械室

管理棟 ②流入量が多い時（二次貯留槽
内）の土砂搬出等は維持管理用
開口部を利用して実施

＜維持管理時の進入ルート等のイメージ＞

工事着手までのスケジュール（予定）

平成２６年度
・基本設計
・地質調査
・町会役員、スポーツ利用者団体代表者への事前説明会（１０月）

平成２７年度
・事業説明会（今回）
・詳細設計（平成２７～２８年度）

平成２８年度
・工事説明会（詳細設計完了後、工事着手前）

工事着手

１８．工事着手までのスケジュール（予定）


